
議
会
広
報
委
員
会

委

員

長　
　

越
水　

崇
史

副
委
員
長　
　

萩
原　

鉄
也

委　
　

員　
　

荻
野　

貴
文

　
　
　
　
　
　

勝
又　

澄
子

　
　
　
　
　
　

大
垣　

真
一

　
　
　
　
　
　

米
谷　

政
久

　
　
　
　
　
　

森
尾　

武
史

　
　
　
　
　
　

中
山
真
由
美

第211号 　４令和５年（2023年）８月１日 い せ は ら 議 会 だ よ り

会議録をご覧ください
　

議
会
だ
よ
り
で
は
、
各
議
員
の
質
問
・
答
弁
の

一
部
を
要
約
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内

容
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
検
索
シ

ス
テ
ム
か
、
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

会
議
録
は
、
図
書
館
、
市
役
所
１
階
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
発
行
時
期
は
議
会
事
務
局
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

市 議 会 の 日 程
　

６　

月

９
日
～
30
日

　
　

・
６
月
定
例
会

１
日
・
総
務
常
任
委
員
会

２
日
・
議
会
広
報
委
員
会

５
日
・
議
会
運
営
委
員
会

14
日
・
全
国
市
議
会
議
長
会

　
　
　

定
期
総
会

16
日
・
議
会
運
営
委
員
会

20
日
・
総
務
委
員
会

　
　

・
教
育
福
祉
委
員
会

27
日
・
議
会
運
営
委
員
会

30
日
・
議
会
広
報
委
員
会

　
　

・
正
副
常
任
委
員
長
会
議

　

７　

月

３
日
・
秦
野
市
伊
勢
原
市

　
　
　

環
境
衛
生
組
合
議
会

18
日
～
19
日

　
　

・
県
央
八
市
議
会

　
　
　

議
長
連
絡
協
議
会

　
　
　

定
例
会
お
よ
び
研
修
会

19
日
・
熊
本
県
宇
土
市
議
会

　
　
　

視
察
来
庁

20
日
・
全
員
協
議
会

　
　

・
会
派
代
表
者
会
議

　
　

・
議
会
広
報
委
員
会

議

会

日

誌

編

集

後

記

　

令
和
２
年
１
月
に
国
内
で

初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
５
月
よ
り
感
染
症
法

上
の
位
置
付
け
が
「
５
類
感

染
症
」
に
変
更
と
な
り
ま
し

た
。
感
染
状
況
が
落
ち
着
き

始
め
た
こ
と
に
伴
い
、
行
動

規
制
が
緩
和
し
様
々
な
行
事

も
行
わ
れ
始
め
、
対
面
で
の

会
議
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
コ
ロ

ナ
前
の
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
一
方
で
世
界
情
勢

に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
米
中
対
立
、

世
界
的
な
物
価
高
な
ど
、
相

変
わ
ら
ず
混
沌
と
し
明
る
い

兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。
伊
勢

原
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆

様
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
議

案
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
議
論

し
、
皆
様
に
寄
り
添
え
る
、

誰
も
が
将
来
に
希
望
を
持
ち

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。　

（
萩
原
）

　

改
正
義
務
標
準
法
が
成
立
し
、
小
学
校
の
学
級
編
制
標

準
が
学
年
進
行
に
よ
り
段
階
的
に
35
人
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
。
少
人
数
学
級
の
必
要
性
は
、
中
学
校
に
お
い
て
も
変

わ
り
な
い
こ
と
か
ら
、
小
学
校
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
実

施
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
う
た
め
に
、
今
後

は
30
人
学
級
の
実
現
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
中
学

校
に
お
け
る
少
人
数
学
級
の
必
要
性
」
や
「
30
人
学
級
の

実
現
」
は
、
改
正
義
務
標
準
法
に
関
わ
る
文
部
科
学
大
臣

の
国
会
答
弁
の
中
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
職
員
が
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の
確

保
も
、
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
い
じ
め
の
認
知
件
数
が
２

０
２
１
年
度
で
は
、
約
61
万
件
あ
り
、
こ
れ
は
２
０
２
０

年
度
よ
り
約
９
万
件
増
加
し
て
い
る
。
加
え
て
、
内
閣
府

の
調
査
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
４
人
に
１
人
は
、
落
ち
込

ん
だ
と
き
に
教
員
に
相
談
し
や
す
い
と
答
え
て
お
り
、
教

職
員
が
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
は
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
も
、
正
規
の
教
職
員
の
完
全
配
置
に
加

え
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
等
を
常
勤
化
す

る
こ
と
で
、
教
職
員
の
負
担
を
解
消
し
、
子
ど
も
た
ち
に

寄
り
添
っ
て
き
め
細
や
か
な
指
導
を
す
る
余
裕
が
生
ま
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
き
め
細
や
か
な
指
導
と
、
心
の
安
定

に
資
す
る
た
め
に
も
、
少
人
数
学
級
実
現
に
向
け
た
教
職

員
定
数
の
改
善
や
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ

等
の
教
育
職
員
の
常
勤
化
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

実
現
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
な
財
源
を
国
が
保
障
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て

も
、
一
定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な

教
育
を
保
障
す
る
た
め
に
、
次
の
事
項
の
実
現
を
図
ら
れ

る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

１ 

小
学
校
の
35
人
学
級
を
計
画
的
に
進
め
、
中
学
校
で

の
引
き
下
げ
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
30
人

学
級
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

２ 
豊
か
な
学
び
の
環
境
を
実
現
す
る
た
め
の
教
職
員
の

完
全
配
置
と
、
今
日
的
教
育
課
題
の
た
め
の
教
育
職
員

の
常
勤
化
な
ど
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

３ 

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、

地
方
財
政
を
確
保
し
た
上
で
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

提
出
先　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

　
　
　
　

総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

市
民
の
意
見
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

●
教
職
員
定
数
改
善
と
教
育
予
算
の
増
額
、義
務
教
育

　

費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

○は賛成　■は反対　△は退席６月定例会の審議状況

番　号 件　　　　　　　名
議決

結果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ 同意

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■  ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ■ ■ ○ 不採択

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■  ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ■ ■ ○ 不採択

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

岸　
　

圭
介

山
田　

昌
紀

荻
野　

貴
文

勝
又　

澄
子

川
添　

康
大

今
野　

康
敏

中
山
真
由
美

橋
田　

夏
枝

森
尾　

武
史

安
藤　

玄
一

大
山　
　

学

小
沼　

富
夫

前
田　

秀
資

萩
原　

鉄
也

米
谷　

政
久

夛
田　
　

嚴

八
島　

満
雄

長
嶋　

一
樹

大
垣　

真
一

越
水　

崇
史

創　政　会 いせはら
未来会議 公明党 共産党 進風会 庶

民

議案第28号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

議案第29号
 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用に関す

 る条例の一部を改正する条例

議案第30号 市税条例の一部を改正する条例

議案第31号 印鑑条例の一部を改正する条例

議案第32号 火災予防条例の一部を改正する条例

議案第33号 令和５年度一般会計補正予算（第３号）

議案第34号 市道の廃止

議案第35号 市道の認定

議案第36号 副市長の選任

議案第37号 人権擁護委員候補者の推薦

議 員 提 出

議案第２号
 教職員定数改善と教育予算の増額、義務教育費国庫負担制度の

 堅持・拡充を求める意見書

陳 　 　 情

陳情第２号
 地方財政の充実・強化を求める意見書を国に提出することを求

 める陳情

陳情第３号 消費税インボイス制度の実施延期を求める陳情

 子どもたちに豊かな学びを保障するために、教職員定数改善と
陳情第４号 教育予算の増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求め
 る陳情

議
長（
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

議
長
議
長（
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ

採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

議
長（
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）


